
2026 年６月 30 日 

株主の皆さまへ 
京都市南区吉祥院中島町 29 番地 

株式会社ワコールホールディングス 

第 78 期 定時株主総会 

事前質問および当日のご質問へのご回答 

平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。 

当社第 78 期定時株主総会に際し、当社ウェブサイト上にてお受けした事前質問および総会

当日に議場で株主の皆さまからご質問いただきました事項につきまして、以下のとおりご回答

申しあげます。 

ご質問①（事前ご質問） 

Q 
Melooop はどういった点が優れていて、どういう競争優位性があるのでしょうか、

また、今後の事業展開や、将来の可能性について教えてください。 

A 

Melooop につきましては、すでにＣＷ-Ｘブランドの商品で活用しております。競争

優位性としては、単一素材でリサイクル可能である点が挙げられ、インナー用途にと

どまらず、さまざまな分野で活用できる可能性があると考えております。特に自動車

分野では、環境負荷の低減や製造工程の削減への貢献が期待されており、ドイツの化

学大手ＢＡＳＦ社の日本法人と組み、自動車内装部品の製造事業等への参入を計画

しております。他業界を含む新たな事業領域につながる可能性を持つ技術であるこ

とから、技術開発を進めるとともに、必要に応じて特許登録などにも先行して投資し

てまいりたいと考えております。 

 

ご質問②（事前ご質問） 

Q 

長年御社の商品を愛用し、新商品の予約受注会も利用しています。先日、予約商品の

受け取り時に、予約していない商品を予約済みのように案内され、さらに別商品の提

案も受けました。来店目的は予約商品の受け取りと支払いであり、購入意思を示して

いない商品について提案されたことに違和感を覚えました。 

今回の対応は、顧客の現在の意思やニーズの確認より販売提案が先行しているよう

に感じられました。 

実店舗の売上拡大が重要な課題である一方、ワコールの価値は、商品に加え、顧客と

の信頼関係や寄り添う接客にもあると感じております。 

売上拡大と顧客体験の向上を両立するため、リピート顧客への提案のあり方や接客

品質を今後どのように維持・強化されるお考えでしょうか。 

また、実店舗への来店機会を増やす観点から、以前のエッセンスチェックに代わる、



ポイント付与やクーポンなど店舗利用型の株主優待を導入するお考えはありますで

しょうか。 

実店舗を利用するきっかけとなる優待は、ブランドとの接点維持にも有効だと考え

ております。御社のお考えをお聞かせください。 

A 

当社商品をご愛顧いただき、誠にありがとうございます。また、貴重なご意見を賜り、

重ねて御礼申し上げます。実店舗における売上拡大は重要な課題であり、その中でも

接客は大きな要素の一つであると認識しております。リピート顧客様については、過

去のご利用状況やお使いの商品を踏まえ、ご意向をより深く把握し、お一人おひとり

に寄り添った接客ができるものと考えております。今後も販売スタッフへの指導・教

育を通じて接客品質の向上を図り、店舗価値を高めることで、売上拡大につなげてま

いりたいと考えております。 

また、実店舗がお客さまとの重要な接点であることについては、当社としても認識し

ております。しかしながら、株主優待制度につきましては、全体の公平性や運営面を

含めて総合的に判断する必要があり、現時点では、実店舗の利用促進を目的とした新

たな株主優待制度を導入する予定はございません。 

なお、いただいたご意見は、今後の施策を検討する際の参考とさせていただきます。 

 

ご質問③（事前ご質問） 

Q 

社外取締役 岩井恒彦氏は、今回再任された場合には在任 9 年目となります。独立社

外取締役には、会社の持続的成長および中長期的な企業価値向上に寄与する資質・役

割が一層求められるものと考えておりますが、岩井氏ご自身は在任期間の長期化を

どのように受け止めておられるのか、また、これまでの在任期間において、貴社グル

ープの業績を見た時に、会社の持続的成長および中長期的な企業価値向上に寄与し

たとは言い難く、会社の企業価値向上にどのように貢献してこられたのか、さらに今

後どのような姿勢で貢献されるお考えかについて、再任の必要性および合理性とあ

わせてご説明ください。 

A 

岩井恒彦氏の在任期間についてご指摘がありましたが、当社では、在任年数のみをも

って独立性や適格性を判断するのではなく、当社との利害関係の有無、取締役会にお

ける発言内容、監督機能の発揮状況、また企業価値向上への貢献度等を総合的に勘案

しております。 

岩井氏には、企業経営に関する豊富な経験と幅広い見識に基づき、当社グループの経

営課題や成長戦略、ガバナンスの強化等について、独立した立場から助言・提言をい

ただいてまいりました。また、役員指名諮問委員会の委員長として、役員候補者の選

定プロセスにおける公正性・透明性の確保にも貢献いただいております。 

業績面について厳しいご指摘をいただいていることは真摯に受け止めております



が、岩井氏は、経営陣に対する適切な監督と建設的な助言を通じて、当社グループの

中長期的な企業価値向上に資する役割を果たしてきたものと考えております。 

今後も、これまでに培われた当社グループへの理解と社外取締役としての客観的な

視点を活かし、経営の監督機能を一層発揮いただくことで、持続的成長と企業価値向

上に貢献いただけるものと考えております。 

以上を踏まえ、当社としては、岩井氏を引き続き独立社外取締役として再任すること

には、必要性および合理性があると判断しております。 

 

ご質問④（当日ご質問） 

Q 

知人が乳がんを患ったことをきっかけに、ピンクリボン活動に積極的に取り組む御

社の株主となりました。ぜひ今後もこの活動を継続し、縮小することなく取り組んで

いただきたいと考えております。今後、ピンクリボン活動をどのように進めていかれ

るのか、お聞かせください。 

A 

ピンクリボン活動は、世の女性に貢献する当社にとって非常に重要な取り組みです。

乳がんの予防・啓発を含め、今後も積極的に関わってまいります。当社では、米国や

アジア各国でも同様の活動を行っております。今後も継続してピンクリボン活動に

取り組んでまいりますので、ご安心ください。 

 

ご質問⑤（当日ご質問） 

Q 

サルートブランドを愛用しており、ワコール製品の品質を一顧客として大変信頼し

ています。利益の追求もさることながら、世界的なブランド価値をさらに高めていた

だきたいと期待しております。最近、百貨店のワコールセール初日に、転売目的と思

われる大量購入を見かけることがあります。その影響で、初日に来店できない場合、

ブラジャーとショーツをコーディネートして購入できないことがあり、セールを楽

しみにしている顧客として残念に感じています。転売目的の大量購入によって、ワコ

ールブランドの価値や利益を転売人に奪われているのではないかとも感じます。ワ

コールを愛用し、セールを楽しみにしている顧客と、転売益を目的に大量購入する人

のどちらを重視されているのか疑問に思います。一会計あたり５セットまでに制限

するなど、何らかの対策をご検討いただきたいです。転売目的の大量購入に対するお

考えをお聞かせください。 

A 

まず、サルートをご愛顧いただき、誠にありがとうございます。百貨店セールにつき

ましては、ワコールの名称を冠した催事ではありますが、百貨店様との共同開催であ

るため、当社のみで運営方法を一方的に決定できない面がございます。一方で、各百

貨店様やディーラー様も、商品を大切にお使いいただきたいという思いは共通して

おります。百貨店様によっては、カード会員などの優待会員の方を対象に、限定的に



セールを実施するケースもございます。また、当社では会場での販売に加え、ワコー

ルのウェブサイトでもセールを行う場合があり、タイミングにもよりますが、ペアシ

ョーツを含め、セットでご利用いただける商品をご覧いただけるものと考えており

ます。今後も販売活動において、百貨店様やディーラー様と協議しながら、皆様にご

満足いただける取り組みとなるよう努めてまいります。 

 

ご質問⑥（当日ご質問） 

Q 

昨年夏以降、ランサムウェアなどによる大規模なシステム障害が複数の企業で発生

し、復旧まで長期間を要した事例が報道されています。仮にワコールで同様のシステ

ム障害が発生し、工場の生産が一か月停止するような事態となった場合に備え、どの

ようなシミュレーションや対策を講じているのかをお聞かせください。また、近年は

生成ＡＩの利用が広がっていますが、企業としてどのような方針や施策をお持ちな

のか、今後の対応も含めてお聞かせください。 

A 

セキュリティ対策についてですが、当社ではワコールホールディングスの経営企画

部内に専門部署を設け、国内外のセキュリティ状況を継続的に確認しております。２

０２３年９月にワコールヨーロッパでランサムウェア被害が発生した後、グループ

全体の状況を確認し、日本国内においては、システム面で情報漏洩リスクは低いと判

断しております。また、外部コンサルティング会社の協力を得て、海外子会社を含む

グループ全体のリスク評価を実施し、その結果に基づき、各社のセキュリティレベル

をどのような優先順位と時期で引き上げるかを定めたロードマップを策定し、着実

に実行しております。以上のことから、現時点では、同様の被害により業務が停止す

るリスクは極めて低いと判断しております。 

後段の生成ＡＩに関するご質問について、当社では生成ＡＩを、業務の効率化および

業務品質の平準化に資する技術と位置づけております。セキュリティ面等を考慮し、

会社が認可したサービスに限定して活用しております。また、生成ＡＩ関連技術の発

展は非常に速く、新たなリスクや脆弱性も日々明らかになっています。そのため、人

材育成を通じて最新情報を継続的に把握するよう努めております。 

一方で、情報漏洩、著作権侵害、誤情報といったリスクに対しては、利用細則を整備

し、個人情報や第三者の著作物の入力禁止、出力結果の人による確認などを定めてお

ります。今後も新しい技術を適切に管理できるよう、ガバナンスの強化に努めてまい

ります。 

 

ご質問⑦（当日ご質問） 

Q 
少子高齢化が進む中、若い女性の人口は大きく減少していると感じています。私は高

齢者の多い病院で働いており、高齢女性が笑顔になれるような下着をぜひ開発して



いただきたいと考えています。国内女性を年齢層別に見た場合、御社ではどのような

戦略をお考えなのか、お聞かせください。 

A 

少子高齢化が進んでいることは、当社としても認識しております。中期経営計画で

は、日本市場の中でも成長が見込まれる領域として、アフォーダブル価格帯および高

価格帯を重点ターゲットとしております。一方で、ご指摘いただいた高齢のお客様

や、加齢に伴う体の変化に対応する商品については、この計画とは別に、ワコールと

して継続的に取り組んでおります。現在はリブランディングにより従来のブランド

名は使用しておりませんが、股関節をサポートするガードルをはじめ、各部位を機能

的に補完する商品を継続して展開しております。店舗やウェブサイトでも、必要な商

品の品揃えを整えておりますので、ぜひご利用いただければと存じます。 

 

ご質問⑧（当日ご質問） 

Q 

駅伝などを見る中で、ワコールの女子陸上競技部がなかなか上位に入らないことを

残念に感じています。有力選手がチームを離れ、現在は福士さんが尽力されていると

認識していますが、今後、ワコールといえばマラソンと言われるような体制をどのよ

うに築いていくのか、意気込みをお聞かせください。 

A 

陸上部についてご質問ありがとうございます。ワコール女子陸上競技部、通称スパー

クエンジェルスは、１９８７年の創部以来、来年で４０周年を迎える歴史あるチーム

です。２０２３年４月に指導体制等を大きく見直し、今年で４年目のシーズンを迎え

ております。一時は実業団駅伝の出場に必要な６名に満たない時期もありましたが、

現在はマネージャー兼務の選手を含め、１２名体制で活動しております。新監督の高

尾氏のもと、トレーニング科学を取り入れながら育成を進めるとともに、けがの予防

にも力を入れ、チーム強化に取り組んでおります。昨年出場できなかった全日本実業

団女子駅伝、いわゆるクイーンズ駅伝への出場を当面の目標とし、予選であるプリン

セス駅伝を勝ち抜くべく準備を進めております。直近の関西実業団陸上競技選手権

や６月の日本選手権にも選手が出場し、上位入賞の成績も収めております。秋の駅伝

シーズンに向けてさらに強化を進め、皆様に成果をご覧いただけるよう努めてまい

りますので、引き続き応援のほどよろしくお願いいたします。 

以上 


